
























（ 1 ） 本稿では、「教父」はオリゲネスなどの異端として正統教会から排斥されたものを含んでおり、正統
教義を形成したという厳密な意味での教父ではなく、古代のキリスト教著作家全般を指している。
（ 2 ） M. Simon, Verus Israel: A Study in the Relations between Christians and Jews in the Roman Empire (135-425), 
trans. by H. McKeating. (Oxford; Oxford University, 1986), p.160．
（ 3 ） J.ペリカン『キリスト教の伝統―教理発展の歴史―』鈴木浩訳（教文館、2006年）第 1巻 240頁。
（ 4 ） 土岐正策「テルトゥリアヌス〈プラクセアス反論〉解説」『プラクセアス反論・パッセリウムについ
て―テルトゥリアヌス 1―』（キリスト教教父著作集、教文館、1987年、125-138頁）136頁参照。
（ 5 ） M. Hengel, Der Sohn Gottes: Die Entstehung der Christologie und die jüdisch-hellenistische 
Religionsgeschichte (Tübingen; J.C.B.Mohr, 1975) S.78．
56－　　－
「教父」における詩篇 32篇 6節（LXX）引用の用法











よって天のあらゆる力は造られた」（τῷ λόγῳ τοῦ κυρίου οἱ οὐρανοὶ ἐστερεώθησαν καὶ τῷ 














（ 6 ） Iustinus.Dial.56, 61-62．
（ 7 ） 例えば、創 18:1以下については、L. Thunberg, “Early Christian Interpretation of the Three Angels in Gen. 
18,” Studia Patristica 7 (1966, pp.560-570)を参照せよ。
（ 8 ） マソラ本文から翻訳した新共同訳聖書などでは 33篇 6節にあたる。
（ 9 ） Gregorius Nyssenus.Or.catech.4.1-2．
（10） ἀποστελεῖ τὸν λόγον αὐτοῦ καὶ τήξει αὐτά. πνεύσει τὸ πνεῦμα αὐτοῦ, καὶ ῥυήσεται ὕδατα.




１．詩篇 32 篇 6 節が引用される時代と文献
　古代・中世のギリシア語文献のデータベース Thesaurus Linguae Graecae (UC Irvine, 
1972-)（以下 TLG）を用いると詩 32:6の引用回数は時代を 8世紀までに限定しても
126回に及んだ（13）。しかも、この立証テクストを暗示している箇所があると思われる
ので、より多く数えることも可能だろう。さらに、教父による聖書引用箇所のイン
デ ッ ク ス Biblia Patristica: index des citations et allusions bibliques dans la littérature 
patristique (Paris; Editions du Centre National de la Recherche Scientiﬁque, 1975-)を用いる
と、TLGにはないラテン教父やギリシア語原文が残存していない著作による引用を
さらに 48回数えることができた。TLGと Biblia Patristicaの合計で 174回の引用例を
確認できた。これらの引用箇所について詳述することは紙幅の都合から割愛するが、
引用している著者や文献について明らかになることを 3点指摘しておく。
　まず、新約聖書や使徒教父文書など 1世紀から 2世紀前半までの著作には、詩 32:6
は一度も引用されていないということである。最古の引用箇所は、暗示している箇所
を除けば（14）、180年以降にアンティオキアのテオフィロスによって書かれた『アウト








（13） 検索方法は以下のとおりである。まず τῷ λόγῳ τοῦ κυρίου οἱ οὐρανοὶ ἐστερεώθησαν καὶ τῷ πνεύματι τοῦ 
στόματος αὐτοῦ πᾶσα ἡ δύναμις αὐτῶνという全文で検索をかけ、その後 τῷ λόγῳ τοῦ κυρίου＊ οἱ οὐρανοὶ 
ἐστερεώθησαν＊ τῷ πνεύματι τοῦ στόματος αὐτοῦ＊ πᾶσα ἡ δύναμις αὐτῶνと文を区切りながら、また特徴
的な単語である ἐστερεώθησαν（στερεόω「造る」または「固める」の受動態・アオリスト・3人称単数
形）も同様に検索した。そして検索結果から重複箇所を省いた。




（15） TLGによる検索結果では 4世紀が 80回で最も多く、続いて 5世紀が 26回、6世紀から 8世紀は合わ
せても 14回となった。
（16） 2世紀はアンティオキアのテオフィロス、アレクサンドリアのクレメンス、アレクサンドリアのセニ






























（18） TLGによる検索結果では、アタナシオス 10回（偽書も含むと 18回）、ディデュモス 13回、バシレ
イオス 7回（偽書を含むと 11回）の引用箇所を確認できた。アンブロシウスは Biblia Patristicaで 24
回の引用箇所を数え、その内 10回が『聖霊論（De spiritu sanct）』となっている。
（19） ギリシア語で Πνευματομάχοιは「霊に戦いを挑む者」という意味である。



































（23） Irenaeus. Hear. 3.24.2, Dem.5.
（24） Tertullianus.Prax7.3，Ps- Gregorius Nyssenus.Test.1.1, Ps-Athanasius. Dial.AZ.7．
（25） 水垣渉「第一章　新約からニカイア公会議まで」水垣渉・小高毅編『キリスト論論争史』（日本キリ
スト教団出版局、2003年、45-112頁）69-74頁参照。
（26） Theophilus.Autol.1.7, Irenaeus.Dem.5, Cyprianus.Test.2.3, Athanasius.Ep.Serap.2.8, Ps-Epifhanius.Test.3.2．
（27） Hippolytus.Noe.12.4, Origenes.Frag.Joan.1, Eusebius.Dem.ev.5.6.6, Mar.2.2.9, 2.4.26, Ecc.theo.2.24.1, 
Marcellus.Frag.47, Athanasius.Ep.Serap.2.8, Ps-Athanasius. Dial.AZ.8．
（28） ἀπέστειλεν τὸν λόγον αὐτοῦ καὶ ἰάσατο αὐτοὺς καὶ ἐρρύσατο αὐτοὺς ἐκ τῶν διαφθορῶν αὐτῶν．
（29） 新共同訳聖書では 107編 20節にあたる。
（30） 新約聖書を含む古代のキリスト教の著作家が、典礼や論争の場で用いるための立証テクストを一覧表






の証言集成『クィリヌスへ宛てた証言集（Testimoniorum libri tres ad Quirinum）』にお
いて、詩 32:6と 120篇 20節は、ヨハネ福音書冒頭を足した 3つの証言で一つの見出
し「キリストが神の言葉と同じであること」（31）に既にまとめられているので、共通の
証言集を有していたという方が蓋然性は高いだろう。このことを考慮すると、ロゴ
















　　 ↘［Testimonies.2 vols. (Cambridge; Cambridge university Press, 1916-1920)］や新約聖書学者の C.H. Dodd
［According to the Scripture: The Sub-Structure of New Testament Theology (London; Nisbet,1952)］らによっ
て確立された。
（31） “QVOD CHRISTVS IDEM SIT SERMO DEI”［R. Weber, Ad Quirinum (Corpus Christianorum Series Latina 
3/1: Turnhout; Brepols, 1972, 1-179)］．
（32） ἀνακεφαλαιοῦται γὰρ ὁ μακάριος Ἰωάννης τὰ διὰ τῶν προφητῶν εἰρημένα δεικνὺς τοῦτον εἶναι τὸν Λόγον δι’ οὗ τὰ 
πάντα ἐγένετο. φησὶν γὰρ οὕτως,Ἐν ἀρχῇ ἦν ὁ Λόγος καὶ ὁ Λόγος ἦν πρὸς τὸν Θεὸν καὶ Θεὸς ἦν ὁ Λόγος ἦν πρὸς 
τὸν Θεόν. πάντα δι’ αὐτοῦ　ἐγένετο καὶ χωρὶς αὐτοῦ ἐγένετο οὐδὲ ἕν.―――εἰ οὖν ἔφη, Ὁ κόσμος δι’ αὐτοῦ 
γεγένηται, καθὼς λέγει ὁ προφήτης, Τῷ Λόγῳ Κυρίου οἱ οὐρανοὶ ἐστερεώθησαν, ἄρα οὗτός ἐστιν ὁ Λόγος ὁ καὶ 
ἐμφανὴς δεικνύμενος.  οὐκοῦν ἔνσαρκον Λόγον θεωροῦμεν; Πατέρα δι’ αὐτοῦ νοοῦμεν, Υἱῷ δὲ πιστεύομεν, πνεύματι 
ἁγίῳ προσκυνοῦμεν.




























　彼は 230年頃に『原理論（De principiis）』を著しており、その中で聖霊論を第 1巻





イオス（Dem.47）である［cf. J.D.N. Kelly, Early Christian doctrines (London; Continuum, 1977, 5th rev 
ed.), pp.104-105 and p.110］。
（34） Tertullianus.Prax.3, 11, 12.
（35） Tertullianus.Herm.45.2, Prax.7.3, 19.3, 19.5.
（36） Origenes.Com.Joan.2.10.75．


































（41） Eusebius.Pr.ev.7.12.4, 11.14.5, 11.30.3, Dem.ev.5.5.1, 5.5.2, 5.6.6, Mar.2.2.9, 2.4.26, Ecc.theo.2.24.1, Com.Ps. 
PG23:281 (two times)．
（42） Οὐδὲν γὰρ ἁγιάζεται μὴ τῇ παρουσίᾳ τοῦ Πνεύματος.［J.P. Migne, Commentaria in Psalmos (PG 23-24: Paris; 































（44） 和解を呼びかけた具体的な著作として『アンティオキア人への通告（Tomus ad Anichenos）』が挙げら
れる。
（45） Pan.73.titulus, 74.1．
（46） J.D. Mansi, Fidei expositio ab Eunomii (Sacrorum Conciliorum nova et ampilissima Collection 31vols: 




（48） Athanasius.Ep.Seraf.1.31, 2.8, 3.5, 4.3．
（49） Ibid. Gen.46.































もので、〈父から発出する真理の霊〉（ヨハ 15:26）である」（Λόγος μὲν ὁ πρὸς Θεὸν ὢν 
ἐν ἀρχῇ, καὶ Θεὸς ὤν Πνεῦμα δὲ στόματος Θεοῦ, «τὸ Πνεῦμα τῆς ἀληθείας, ὃ παρὰ τοῦ Πατρὸς 
ἐκπορεύεται»）（53）と神的に捉えるようにバシレイオスは主張している。このバシレイ
オスの神の「言葉」や「息吹」を人間的に捉えないようにする理解は、他の「教父」
（51） Basilius.Eun.3.7[J.P. Migne, (PG 29, Paris; 1857-1866, 497-669)668-669］．
（52） Ibid.3.4．
































（54） Tertullianus.Prax.7.3-6, Eusebius.Dem.ev.5.5, Gregorius Nyssenus.Or.catech.4.1-2．
（55） Ps-Gregorius Nyssenus.Test.1.1．
